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事業の目的、目標
官 各 害 連 情 情 集約 有 害 被官民各々から防災・災害に関連する情報を、位置情報をキーにして相互活用可能な形式で集約・共有し、災害時に被災地を移動中
の方々に対して現在位置に応じた避難に有用な情報（道路の被災状況や通行実績情報など適切な避難所選定に資する情報等）を、
カーナビやスマートフォンのナビアプリなど平常時に使い慣れている民間情報サービスを通じて提供することにより、減災を実現する
仕組みを構築する。

事業の背景 着眼点事業の背景、着眼点
東日本大震災時には、津波規模が想定外であったこともあるが、特に車等での移動者に対する避難の必要性が十分に伝達・周知で
きず、被害が拡大したため、本事業の実施により移動者の安全・安心を実証地域のみならず全国レベルで確保する。

本事業は、公共情報コモンズおよび地方自治体の保有する公的な情報（避難勧告、避難所開設情報、道路規制情報等）、民間情報
サービスによって収集された様々なコンテンツ情報（被災状況等の画像情報、通行実績情報等）など、多種多様なデータを集約する

進

具体的な取組内容
世界でも先進的な取り組みである。

本事業では移動者向け災害情報提供システムを構築し、
右図に示すように公的な情報に加えて、民間情報サービス

移動者向け災害情報提供イメージ

文字・図形

９時１５分に埼玉県

③車の現在位置の市町村の発令情報を通知

音声

②災害

9:159:15

①平常時カーナビを利用

カーナビ画面が
災害時モードに
自動切替

により収集された画像を即時利用することにより、近隣の
避難所までのルートが安全に通行できることの確認や、
ルートで発生している火災や道路崩落、渋滞などリアルな
災害時の被災状況の伝達を可能にし、より安全な避難
ルートや避難方法の選択を可能とする（例えば、進行方向

避難指示

埼玉県和光市

9:15 発令

避難指示

埼玉県和光市

9:15 発令

和光市に避難指示
が発令されました

④近隣避難所を地図上に表示

②災害
発生

⑤既存民間サービスより取得した画像で
被災状況等道路交通状況を確認ル トや避難方法の選択を可能とする（例えば、進行方向

上で渋滞が発生し車が動けなさそうな場合は徒歩で避難
する等） 」といった災害情報提供を行う実証実験を行う。

実験結果より「提供する情報の質」や「ユーザビリティ」の
観点から有効性や課題、ニーズ等を具体化するとともに、
サ ビス利用ログの分析手法の検討を行い 活用可能性

④近隣避難所を地図上に表示

9:169:16

9:169:16

被災状況等道路交通状況を確認

旅行中なのでこの辺のことは

避難所 A
最大収容人数 ：
100人
収容台数 ：
50台
電話番号： 000‐
0000
給水所 ：

あり

⑥駐車場有無等避難所の
詳細情報を確認

浸水

渋滞

サービス利用ログの分析手法の検討を行い、活用可能性
および表現方式、データ形式案を提案する。

また、行政・企業の既存業務の拡張・改善や新ビジネス・
公共サービス創生の機会等を作り出し、自立的に継続して
サービス提供・運営可能なスキームを検討する。

避難所 A 9:16避難所 A 9:16

⑦安全なルートで避難

旅行中なのでこの辺のことは

よく知らないけど、近くの避難所
はどこかな？

この先は危ないなぁ、混んでるなぁ・・・
少し遠いけど安全なルートで行ける
別の避難所に向かおう！

安全な場所に停止
して画像を確認

浸水

崩落

事業終了以降の展望・取組内容
事業終了後は、実証実験成果の評価をもとにシステムを改善するとともに、防災の日に防災訓練でのデモPRを実施予定。
公共情報コモンズとの連携等により、全国レベルでの移動者向け災害情報提供サービスの実現を目指す。

⑦安全なル トで避難


